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みかん

米

茶

貯
蔵

　
温
州
ミ
カ
ン
を
貯
蔵
す
る
の
に
適
し
た
温
度
は
3

～
6
℃
、
湿
度
は
85
％
程
度
で
す
。
貯
蔵
庫
内
の
温

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
夜
間
の
冷
涼
な
外

気
を
導
入
し
て
換
気
を
行
い
、
庫
内
の
温
度
が
下

が
る
よ
う
に
し
ま
す
。
湿
度
が
85
％
よ
り
も
高
い

と
、
予
措
戻
り
に
よ
る
浮
皮
や
腐
敗
果
の
発
生
が
多

く
な
り
ま
す
。
一
方
で
湿
度
が
80
％
を
下
回
る
と
果

皮
の
し
お
れ
が
激
し
く
な
り
、
し
な
び
果
が
生
じ
ま

す
。
複
数
箇
所
に
温
湿
度
計
を
設
置
し
て
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貯
蔵
し
て
い

る
果
実
は
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
腐
敗
果
を
見
つ

け
た
ら
健
全
な
果
実
に
移
ら
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ
に

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
・
樹
勢
回
復

　
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
類
の
防
除
に
は
、
冬
季
の
マ
シ

ン
油
乳
剤
散
布
が
効
果
的
で
す
。

厳
冬
期
は
落
葉
な
ど
が
心
配
さ
れ

る
の
で
、
1
月
中
旬
ま
で
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
潜
む
葉
裏
や

樹
冠
内
部
に
し
っ
か
り
薬
剤
が
か

か
る
よ
う
に
、
丁
寧
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
尿
素
を
混
用
す
る
と

樹
勢
回
復
や
花
芽
分
化
の
充
実
に

も
つ
な
が
り
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

降
雨
に
よ
り
効
果
が
減
退
す
る
た

め
、
5
日
程
度
晴
天
が
続
く
こ
と

を
確
認
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

寒
害
対
策

　
冷
気
が
停
滞
し
や
す
い
場
所
や
風
の
当
た
り
や
す

い
場
所
は
、
寒
冷
紗
や
コ
モ
で
樹
を
覆
い
ま
す
。
ま

た
、
土
壌
の
乾
燥
は
寒
害
を
助
長
し
ま
す
。
敷
き
藁

を
実
施
し
、
乾
燥
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
幼

木
は
影
響
を
受
け
や
す
く
、
落
葉
や
枝
枯
れ
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
樹
全
体
を
寒
冷
紗
な
ど

で
覆
う
こ
と
も
対
策
と
し
て
効
果
的
で
す
。

　
新
し
い
1
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月
は
年
間
の
計

画
を
立
て
る
時
期
で
す
。
昨
年
の
茶
園
や
気
象
の
様

子
を
振
り
返
り
、
今
年
1
年
の
管
理
に
繋
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
管
内
茶
園
の
様
子

　
昨
年
の
１
～
２
月
は
例
年
よ
り
も
暖
か
い
日
が
続

き
ま
し
た
が
、
３
月
頃
に
大
き
く
気
温
が
低
下
し
、

一
番
茶
芽
の
生
育
と
摘
採
日
に
影
響
し
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
夏
期
は
、
高
温
や
乾
燥
が
続
い
た
こ

と
で
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ

ダ
ニ
な
ど
の
病
害
虫
が
多
く
見
ら
れ
た
茶
園
も
あ
り

ま
し
た
。
特
に
気
温
は
、
年
間

を
通
し
て
例
年
よ
り
も
や
や
高

く
推
移
し
ま
し
た
。（
２
０
２
４

年
11
月
時
点
）

　
今
年
も
気
候
の
変
動
が
激
し

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
象
状
況
を
見
て
防
除
や

摘
採
な
ど
の
適
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
の
点
検

　
茶
園
で
の
管
理
作
業
が
落
ち
着
い
た
こ
の
期
間
に
、

農
機
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
春
先

に
な
っ
て
久
し
ぶ
り
に
使
用
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
ら
な
か
っ
た
り
ス
タ
ー
タ
ー
の
ロ
ー
プ
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
り
と
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
効
率
良
く
作
業
を
行
う
た
め
、
茶

期
前
に
点
検
・
修
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除

　
１
月
下
旬
～
３
月
上
旬
は

ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

防
除
時
期
で
す
。
株
内
に
も

し
っ
か
り
と
薬
液
が
か
か
る

よ
う
に
、
丁
寧
に
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

各
地
区
の
防
除
規
制
や
農
薬
の
使
用
基
準
に
従
い
、

適
正
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
6
年
産
米
は
、
食
味
が
優
れ
る
一
方
で
収
量

は
昨
年
よ
り
大
幅
に
減
少
し
、
昨
年
以
上
に
高
温
や

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
年
と
な
り
ま

し
た
。
早
生
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
だ
け
で
な
く
中
生

の
「
き
ぬ
む
す
め
」
も
高
温
に
よ
る
心し
ん
白ぱ
く
粒り
ゅ
うや
腹は
ら
白じ
ろ

粒り
ゅ
うが
多
く
、
厳
し
い
結
果
で
す
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ

に
よ
る
着
色
米
が
非
常
に
多
く
、
全
品
種
で
等
級
落

ち
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

月
末
時
点
の
集
荷
量

６
６
３
ト
ン　
目
標
対
比
53
％
（
前
年
対
比
52
％
）

一
等
米
比
率

コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早
生
）

�

25
％
（
令
和
５
年
30
％
・
令
和
４
年
39
％
）

き
ぬ
む
す
め
（
中
生
）

�

28
％
（
令
和
５
年
33
％
・
令
和
４
年
42
％
）

あ
い
ち
の
か
お
り
（
晩
生
）

�

21
％
（
令
和
５
年
21
％
・
令
和
４
年
42
％
）

全
体

�

35
％
（
令
和
５
年
34
％
・
令
和
４
年
45
％
）

等
級
落
ち
理
由
ト
ッ
プ
３

１
位
：
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
着
色
粒
（
70
％
）

２
位
：
心
白
粒
・
腹
白
粒
（
21
％
）

３
位
：
胴
割
れ
（
１
％
）

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

【
カ
メ
ム
シ
対
策
】

　
近
年
多
発
し
て
い
る
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
」
に
よ
る

基き

部ぶ

斑は
ん
点て
ん
米ま
い
は
色
彩
選
別
機
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
色
彩
選
別
機
を
利
用
す
る
場
合
で

も
除
草
作
業
や
農
薬
に
よ
る
防
除
を
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
心
白
粒
・
腹
白
粒
対
策
】

　

出
穂
～
登
熟
期
に
か
け
て
、
か
け
流
し
か
ん
水
や

間
断
か
ん
水
を
行
う
事
で
高
温
障
害
に
よ
る
登
熟
不

良
を
軽
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
・
土
壌
改
良
材

の
投
入
や
秋
耕
に
よ
る
土
づ
く
り
に
よ
っ
て
根
張
り

を
良
く
す
る
こ
と
で
登
熟
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

11

年間の管理計画を立てましょう

次年度に向けて

令和６年産米集荷結果 農業経営支援課　山村 哲平農業経営支援課　山村 哲平

茶指導販売課　菊川　響茶指導販売課　菊川　響

果樹林産センター　青島 大貴果樹林産センター　青島 大貴

対象病害虫 散布時期 散布薬剤 希釈倍率

カイガラムシ類
ハダニ類 1月上旬

～中旬

マシン油乳剤（97％） 60倍

― 尿素 500倍

【参考】
管内EC気象データ（平均）
11月19日時点の積算気温

2023年 5636.6℃

2024年 5803.2℃

使用薬剤 プルートMC

倍率 1,000倍

散布量 10a/1,000L

時期 一番茶摘採の
30日前まで

運勢に勢いがあり好情報をキャッチできます。あれこれやって
みるといいでしょう。試行錯誤すると得るものあり

牡牛座
4/20-5/20

厳かな一年の幕開けです。味方が多いので面倒事もクリアして
いけます。順に対処しましょう。映画、演奏会にツキ

牡羊座
3/21-4/19 14


